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G P S レシーバー搭載
レーダー探知機

8 F丹 S ノー
取扱説明書＜保証書付＞

G P S －1をお買い上げいただき誠にありがとうございます。

この取扱説明書は本機を正しくお使いいただくためのガイ ド

ブックです。ご使用になる前に本書をよくお読みになり、内容

を十分理解された上でご使用くださるようお願いします。

また、本書はいつもお手元においてその都度ご参照ください。
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■1．安全についてのお願いとご注意l■
本機を安全にご使用いただくには、正しい操作と安全に関する注意事項をお守

りいただくことが必要です。本書では最初に、もしお守りいただかないと重大な

人身事故につながるおそれのある事項を、 “警告”として掲げています。次に、

もしお守りいただかないと、使用者がけがをしたり、製品の故障や損傷につなが

るおそれがある事項を “注意●■として掲げています。また、 “機能上の制約■’に

ついても説明しています。

△警 告
（ 人身の安全のためにお守りいただくこと）

○

◎

◎

⑧

○

△
電

■運転の妨げにならない場所に取り付けてください。
本機は、運転の矧プにならないように、フロントガラス（またはダッ
シュボー ド）に取り付けてください。

また、取り付ける際に、本機が落下しないように十分ご注意ください。

t 本機を濡らさないでください。
水につけたり、水をかけたりしないでください。また、濡れた手で操

作しないでください。感電、故障の原因となります。

●車を運転中に本機を操作しないでください。
車を運転中に本機を操作することは交通事故の原因になります。運転
中の操作は絶対に避け、安全運転を心掛けてください。

●ケースは絶対にあけないでください。
本機は精密部品を多数搭載しています。分解や改造をカロえますと故障

が起き、また感電の原因となります。

■スピー ドの出しすぎにご注意ください。
本機を取り付けての走行中のスピー ド違反に関して、弊社は一切の責
任を負いません。交通事故を避けるために安全運転を心掛けてください。

■発熱、発臭、発煙を検出した場合には直ちに使用を中止してください。
これらの異常を検出した場合には、直ちに本機の電源を切り、使用を
中止してください。（カー電源コー ドを使用中の場合は、車のシガー

ライターソケットから抜いてください。）そのまま使用しますと、火

災や感電の原因になります。修理は販売店に依頼してください。お客
様ご自身での修理は絶対に避けてください。
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△注 意
（ けがや本機の故障を避けるためにお守りいただくこと）

◎
0

0

0
¢

■衝撃や強い振動を加えないでください。

衝撃や強い振動をカロえますと、精密部品が壊れ故障の原因になります。

■動作範囲内の温度条件下でご使用ください。
本機は－3 0 ℃～＋8 0 ℃の範囲で動作します。この範囲外でご使用に
なりますと故障の原因になります。

■高温時の取り扱いにご注意ください。

本体に長時間直射日光が当たりますと、かなり高温になりますので、

本機に触れる際には、十分こ注意ください。

■ケースが汚れた場合は、柔らかい布またはティッシュペーパーで
拭き取ってください。
シンナー、ベンジン、化学雑巾などを使用しますと、ケースが変形す

るおそれがあります。また、お手入れの際はかならず本機の電源を切り、

カー電源コー ドを使用中の場合は、車のシガーライターソケットから

抜いてください。

機能上の制約

○
■日本国内で使用してください。

本機の仕様は日本国内向けとなっています。列国では電波方式が異

なりますので、使用できません。

■G P S 電波が受信できない場合はレーダー受信機のみの機能とな
ります。

■周囲の環境により、レーダー及びG P S の電波が受信しにくい場
合があります。

前方に走行中の車 （とくに大型車）がいる場合や、カーブ、坂道など

では、電波の探知距離が短くなる場合があります。スピー ドの出やす
くなる下り坂などでは、とくに注意してください。また、金属コーテ

ィングなどの断熱ガラスを使用している車も受信しにくい場合があり
ます。

■取締レーダー波以外の電波を受信することがあります。
取締レーダー波以夕H こも、同じ種頬の周波数を使用している ドップラ

ー式自動 ドアおよび車両通過計測器、港湾、航空レーダー、その他電

子機器等に対して反応する場合がありますが、故障ではありません。
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保証 書

この製品は、厳密な品質管理および検査を経てお届けしたもの

です。正常な使用状態において、万一故障 した場合には、お買い

上げ販売店にかならず本保証書をご提示の上、修理を依頼してく

ださい。別掲の保証規定により無料で修理いたします。

※印欄に記入がない場合は、無効となりますので、お買い上げ

時にかならず記入の有無をご確認ください。
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本保証書は再発行 しませんので大切に保管してください。
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2 ．製品の構成
お買上げいただいたG P S －1は次の品目から構成されています。

●本機・・・・

●取 り付けステー …・

●吸盤 ‥・

●カー電源コー ド・‥

●コー ドクリップ・・‥

●取扱説明書兼保証書（本紙）

3 ．主な特長

ム
ロ

個

個
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枚
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●G P S アンテナをセットに内蔵した一体型なので取扱いや設置が簡単

●日本国内オービス位置をメモリー

メモリーしてあるオービス位置に近づくとG P S 電波による自車位置測定で音

声とL巨D にて警告

●オリジナルポイント（2 0 ケ所）の登録が可能

一般道など、よく行われている取締現場（ねずみ取り）で登録をすれば、あな

ただけのオリジナルポイン トがメモリーできます。

●オリジナルポイントの警告音のある／なしが設定可能

オリジナルポイント登録の際、ワンタッチで警告音のある／なしを設定できます。

警告音なし設定の場合、レーダー波もカットしますので、自動 ドア等普段よく
鳴る場所などで、わずらわしい不要な警告音をカットできます。

●G P S の受信状態が一目でわかる衛星マークランプ付

G P S 電波を受信できない場合は消灯（G P S による警告はできません）。

G P S 電波を受信しているときは点灯します。

●レーダー郡の感度はノーマル／スーパー／／／ノオート（車速により自動感度）の3 モードを用意

●ステルス対応／新H システム対応

新開発のハイゲイン・ホーンアンテナとD ．D ．C ．回路によりクイックレスポンス

を実現、微弱な新H システムやステルス波に鋭く反応します。ステルス波を受

信すると、通常とは異なる警告音で矢口らせます。

●G P S 電波による新システムのオー トアラームカット “A A C －W ●■（G P S と振動

センサーのダブル制御）搭載
今までのA A C システムとは全く違うG P S による章速測定で停車中、低速走行
時の不要な警告音をカット。トンネル等G P S 電波が受信できない場合は内蔵

の振動センサーで検知します。

●オートディマー／オー トミュー ト機能搭載
一定時間レーダー警告、G P S 警告を続けると明るさが弱まり（オー トディマー）、

音量が小さくなります（オートミュー ト）。

注）G P S 警告はオー トミュー トしません。

●後方対応

後方か らの レーダー波もキ ャッチ します。

●D C 12 V ／／′2 4 V 対応
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■■ 4 ．各部の名称とはたら章一
④

①

（ か

⑤

⑲

（∋

⑰

（ む

（ む

⑨W ⑰

晦

⑬

∠ク

⑬

（ 勤

1 分

①票漂孟孟蒜芸£課巨没す。 ⑭
②振動センサー感度切替スイッチ（S E N S O R ）
振動センサーの振動検出感度を4 段階に切り替えます。

③電源ジャック（D C IN ）
付属のカー電源コー ドを接続します。

④G P S アンテナ部
人工衛星からのG P S 電波を受信します。

（ 9 アラームレベルメーター
レーダー波を受信すると左右対称に点灯します。

⑥A A C スイッチ
A A C O N で停車中や低速時のアラーム吉をカットします。

※車速はG P S により検知。G P S 電波が受信できない場合は、内蔵の振動センサ

ーで検知

⑦A LM ／M O D Eボタン
レーダーアラームのテストボタン。レーダー受信中はアラームミュー トされる

※オリジナルポイン ト設定時の警告音のある／なし、消去を指定

－4 －



⑧A A C ランプ

A A C がO N のとき ：低速走行時又は停車中で赤色点灯（アラーム毒力ット）
高速走行時で緑色点灯（アラーム音カットしない）

A A C がO F Fのとき ：橙色で点灯（アラーム舌はカットされません）

※オリジナルポイント設定時、警告音のある／なし、消去を表示
⑨ア ドレス表示ランプ

オリジナルポイン ト設定時のア ドレス表示。設定モー ド時、⑫の∨0 1C 巨／A D R
ボタンを押すごとに数字LE D が変わり、全部で2 0 のア ドレスを表示します。
⑲衛星ランプ

G P S 電波の受信状態を表示します。

G P S 電波を受信できない場合は消灯（G P S による警告はできません）。

自重位置計算中は点滅（G P S による警告はできません）。

G P S 電波受信、自車位置確定時は、点灯（G P S による警告が可能です）。
¢‾》G P S アラームランプ

登録済オービス地点またはオリジナルポイント登録点に接近すると青色」E D が
点灯し、さらに近づくと点滅します。
⑫∨0 1C E／A D R ボタン

G P S 警告音声のテス トボタン。G P S 警告中は音声のミュー ト。
※1．5 秒以上の長押しでオリジナルポイントの設定、確定。

設定モー ド時、短押しでアドレス指定。
⑬音量調節つまみ

警告音の音量を調節します。

⑭レーダー受信感度切替スイッチ

レーダー波の受信感度の設定。ノーマル／オー ト（低速時 ：ノーマル／高速時 ：
スーパー）／スーパーの3モード。状況に合わせ選択してください。
⑮レーダーアンテナ部
レーダー波を受信します。
⑲取付ステー装着部

5 ．取付方法

ロ）付属の取付ステ一に付属の吸盤を取り付けます。
①本機に、付属の取付ステーを取り付けます。

（∋

／

〔 S ＼

（ S

◎

（ か

取付ステー

－5 －

鞋〉謬

（ う吸盤により本機をフロン トガラ

スに吸着させて、固定します。

※吸盤に水などをつけると吸着

させやす くな ります。

④本体の角度を、地面と水平にな
るように調節し、取付ステーの
固定ねじをしめ、しっかり国定

してください。

（

（ む

／

固定ねじ

◎フロ ン トガラス

鼠
※取付ステーを取り外すときは、取付ス

テーの下側のツメを軽く押し下げて、

横にスライ ドしてください。

ツメ

●レーダー波受信部やG P S アンテナ部に、金属やゴムなどの障害物がこない場

所に取り付けてください。また本体がフロントガラスに触れないようにしてく
ださい。

●天空の開いている場所に設置し、G P S 電波を受信しやすいようにしてください。
●運転の妨げにならない場所に取り付けてください。

●取り付けの際に本機が落下しないようにしてください。

－－ 6．電源の接続・配線■
①付属のカー電源コー ドにて接続します。
①本体の電源スイッチはO F F にしてお
きます。

③電源コー ドのL型プラク側を本体の電
源ジャックに差し込み、電源プラク

側を車のシガーライターソケットに

差し込みます。

④付属のコー ドクリップのはくり紙を
はが し、配線する場所へ貼り付け、

コー ドクリップの満に電源コー ドを

はさみ込んで固定します。

●シガーライターソケットが汚れていると、接触不良の原因
となりますのでよく掃除をしてから取付けてください。

●カー電源コードは必ず付属のものをご使用ください。

●電源コードは絶対に途中で切断したり、折り曲げたり、束

ねたりしないでください。ショート等により、本製品や車
が破損する場合があります。

●接続、配線は運転の支障のない安全な場所を選び、車の
エンジンを切っておこなってください。

－6 －
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保証 規 定
1 ．保証期間内（お買い上げ日より1年間）に、正常な使用状態において万一故障

した場合には無料でご修理いたします。

2 ．保証期間中に修理を依頼される場合は、本機に保証書を添えて、お買い上げ

販売店にお持ちください。

3 ．修理品のご持参・お持ち帰り時の交通費および諸経費は、お客様のご負担と

なります。

4 ．次のような場合には保証期間内であっても有料修理となります。

（ イ）使用上の誤り、本機に改造を加えたことによる故障、またはお買い上

げ店以外で修理されたことによる故障や損傷

（ □）お買い上げ後の輸送、移動、落下などによる故障や損傷

（ ハ）火災、地震、水害、公害、規定外の電源（電圧・周波数）の使用、そ

の他天災地変などによる故障および損傷

（ 二）保証書のご提示が無い場合

（ ホ）保証書の指定事項の末記入、あるいは字句が書き替えられている場合

5 ．修理のとき一部代替部品を使わせていただくことや、修理が困難な場合には、

同等品と交摸させていただくことがあります。

6 ．本保証書は、日本国内においてのみ有効です。

修理メモ

1 4 8 5

7 ．使用方法
本製品は最新のハイテク技術を採用 していますので、多彩な機能を有しています。こ

こでは、購入してすぐ使用できる基本操作編とさらに便利な活用編にわけて説明します。

【 重奏重囲
凹取州 ，と配線帽 了しましたら、視界。広い場 1
所に車を駐車し、本体の電源スイッチをO N にし
ます。O N にすると ‘‘ピッピッピッ”とアラーム

が3 回鳴り電源が入つたことをお知らせします。

回衛星ランプが点灯することを確認してください。

衛星ランプは最初、消灯しており、しばらくすると点滅し、

ノ

その後点灯します。
この間、衛星ランプが点灯するまで3 分程度かかりますが、場
合によっては長くなることもあります。このような場合は取り

付け場所を変えるか、天空の開いている場所に移動 して、
G P S 電波を受信しやすいようにしてください。

且A A C スイッチをO FF にします。

A A C ランプが橙色で点灯します。
＊自動 ドア等の電波でアラームが頻
繁に鳴る場合はA A C （オー トアラー

ムカット）をO N にして使用してく

ださい。使用方法はP 9 活用編の凹
を参照してください。 A A C スイ ッチ

ノ

恩ゝ

A A C ラ ンプ

＼塾ゝ

電源スイッチ

衛星ランプ

∠塵7

且レーダー波愛惜の感度を設定します。（工場出荷時はオー トに設定してあります。）

感度切替スイッチはS U P ER （スーパー）／A U TO （オート）
／N O R M A L （ノーマル）の3 ポジションあります。走行
状況にあわせ選択してください。

・ S U P ER（スーパー）・・

・ N O R M A 」（ノーマル ）

・ A U T O（オート）…

アラーム感度が敏感なポジションです。
高速走行時に適しています。

●・－－－◆

レーダー受信感度切替スイッチ

アラーム感度をスーパーよりやや落としています。
市街地走行に頻繁にアラームが鳴る場合などに適しています。

車の走行状況によりスーパーとノーマルに自動切替します。衛星ラン

プ点灯時は4 0 km ／h 未満走行でノーマル感度、4 0 km ／h以上走行で
スーパー感度に自動切替します。

⑳要蒜去雷ご音三表芸影詔；濫 諾誓認諾㌶誌諾る遠別定をしますの
（ P 9 ラ看用楕円（事振動センサー感度の設定参貝胃）

回書t の投定

A しM ／M O D E ボタンまたはV O IC E ／A D R ボタンを短く押すとアラームまたは音声が発せられ

ます。 （レーダー波や登録オービスの警告音が鳴っていないとき）この時に音量調節つまみ

を回し音量を調節してください。 （手前に回すと音量は小さくなります）

●音声テス ト中はG P S アラームランプが点滅し、ア ドレス表示ランプが 亡で点滅します。
●アラームテス ト中はアラームレベルメーターが点滅／ノ／点灯します。

アドレス表示ランプ

－7 一

音声調節つまみ
∠二野√



［司 レーダー波を受信すると

走行中レーダー波を受信した場合は、警告音およびアラームレベルメーターによりレーダー
波の受信をお知らせします。
レーダー波が強くなる（発信源が近づく）につれて、警告音、アラームレベルメーターが変

化します。ステルス波を受信した場合は通常とは異なる警告を行います。

通常のレーダー波 ステルス波

警告音 電波が強くなるにつれて鳴る間隔が短く

なります。

■‘ピポッ‖

電波が強くなるにつれて鳴る間隔が短く

なります。

“ピビ■

アラームレベルメーター 警告音に合わせ左右対称に点灯します．－

＊ステルス取締機について ：他の取締機と同じ電波を使用していますが、事前に探知されな

いように、普段は電波を出さず、取り締まりのときに、短時間
強い電波を発射して速度を測定する狙い撃ち的な取締方法です。

⑳●歪聖霊豊宗砦歪警護竿要宗旨宍ヒ言霊蓋竺習誓言票というわけではありません0
●通常の電波を受信した場合でも、周囲の状況などにより、ステルス専用アラームが鳩る場合が
あります‘】

●前方に走行中の車（とくに大型車）がある場合や、コーナー、坂道では、電波が遮断されるため、
レーダー波の探知距離が短くなる場合があります。

●電波式の自動 ドア、信号機付近に設置されている車両通過計測器などは取り締まりレ一夕」」皮

と同じ種類の電波が使用されています。そのため、これらの機器周辺でレーダー探知機が反応

するのは避けられません。

同オービス登録位置に接近すると

本製品にあらかじめ登録されているオービスに近づくと、音声とG P S アラームランプで接近
したことをお知らせします。さらに近づくと音声のフレーズが変わり、G P S アラームランプ

が点滅します。またア ドレス表示ランプも 8 が点灯／点滅 します。
＊警告音、警告ランプは走行速度や登録ポイン トに近づく／遠ざかるにより、警告方法が少

し異なります。下表を参考にしてください。

＊ディマーとはランプの明るさが弱まることをいいます。

⑳●蔓冨慧慧認諾記諾諾浣諜艶去†浣誤警世諾㍑ネノだ顎悪霊蓋
い山間部、高層建築物の近く、高架道路の下などはG P S電波を受信しにくいことがあります。
●A A CスイッチがO N でA A C ランプが ■■赤一点灯の時（停車）はオー トアラームカットが働い

て音声警告は発声しません。

回登録されているオービスがレーダー波式の場合は

登録されている取締機がレーダー波を発射している場合は、レーダーアラームとG P S アラー

ムが重なって発せられます。

－8 一

匡車重］
さらに便利な使い方

¶自動 ドア等の不快な普告書をカットする機能

本製品は低速走行、停車時に警告書をカットするA A C（オートアラームカット）を有しています。新

システムのG P S による車速測定と振動センサーによるタブル制御を採用しました。（A A C －W ）

●使用方法

ぐ1〕振動センサー感度の設定

本製品はG P S による車速測定が不能な場合（トンネル等
G P S電波が受信できない場合）自動的に振動センサーに
切り替え車の振動を感知し走行、停車を判別します。華
の振動に応じて振動センサー感度切替スイッチを適当な

ポジションに設定してください。（4ポジションあります。）

デ烈㌶書濡差違壬］
ガソリン華（感度■高）「

［掌㍗読漂悪払
√ディーゼル章一感度帆）

○

振動センサー感度切替スイッチ

く振動センサー感度設定の目安＞

⑳；己聖書・工芸芸誌欝千驚説背き認諾．要覧器萱㌫告り＿感度によつ
て走行、停止を判別して、スーパー／ノーマルを自動切替します
（ G P Sによる幸速測定が不能な場合に有効、A A CスイッチのO N／O FFに関わらず働きます）

芸三三…歪芸左孟芸ONにしますo l、

●監事…≡冨賢二浩呈訂が酪＼
5 km ／h未満で走行するとA A C ランプが ‘赤色一
に点灯し、孝吉肯はカットされます。

●衛星ランプ消灯または、点滅時…

走行すると（振動が大きくなる）A A C ランプが

停車すると（振動が小さくなる）A A C ランプが

A A C ランプ 衛星ランプ

下塾ゝ
A A C ス イ ッチ

■緑色一に点灯し、警告音はカットされません。

】赤色一に点灯し、￥告音はカットされます。

⑳芸悪霊妄警讐よ苦と常吉振動センサ瑠度のポジションを変えるか本製品の取り付け
且自動 ドア等いつも鳴るレーダー波以外の書告青を完全にキャンセルする機能

走行中でいつもよく鳴る自動 ドア等の取り締まりレーダー波以外の電波は不快で耳障りなも
のです。これをG P S 測位機能にて完全にキャンセルできます。

i 蔓重義わ芸ニミる地点にて衛星ランプが点 ＼
灯している状態で V O IC E ／A D R ボタンを長く押す

と（1．5 秒以上）設定モー ドになります。

この時、 ■‘ピポ7付■とアラームが鳴 り設定モー ド
に入つたことをお知らせします。

オリジナルポイント（ユーザ

ゝ二J

A LM ／M O D ［スイ ッチ V O IC E ／A D R ボタン

（ 1）登録アドレスの設定 （登録する表示アドレスを決定します）

V O IC巨／A D R ボタンを短く押すと登録アドレスが変化します。 ■‘ピッ■■の音とともにア ドレス表示ラン

プが変化します0 アドレスは全部で20あり、表示ランプがローい～・・ヨー正一エ・I・旦一口と変化
しますので登録したいアドレスに合わせてください。

（ A L M ／M O ［〕∈ボタンを押しながらV O IC E／A D R ボタンを短く押すと変化方向が逆になります。）

壇）登録ポイン トでの警告音の 仙ある’’ “なし”の設定

A LM ／M O D Eボタンを押して表示アドレスに対し登録させたい内再

を記憶させます。A L M ／M O D ∈ボタンを押す度にA A Cランプが緑一

消灯一赤一消灯一線と変化しますので、”赤”に設定してください。

A A C ランプ ア

鼠 腰′－
●緑は現在位置で り警告昌を出す巾として表示アドレスに登録しますのでご注意ください。
●消灯は表示アドレスに対して現在位置に登録をしませんのでこ注意ください。

●赤は現在位置で 一筆告吉をキャンセルーとして表示ア ドレスに登録します。

－9 －

登録点からの距離 走行速度8 0 km ／h以上 走行速度5～8 0 km ／h未満 走行速度 5 km ／h未満

贅告音 12 0 0 m 以 内 接近 で■■スピード確認■、
遠ざかると発声しない

発声しない 発声しない

8 0 0 m 以内 接近 で■■スピード確認■∴
遠ざかると発声しない

接近で“スピード確認■■、
遠ざかると発声しない

発声しない

4 0 0 m 以内 “危険地帯－です ●■危険地帯’■です ｝危険地帯“です

G P S アラーム

ランプ

12 0 0 m 以 内 点灯 消灯 消 コ

8 0 0 m 以内 点灯 点灯 点 丁（ディマー）＊

4 0 0 m 以内 点滅 点滅 点 （ディマー）＊

アドレス表示
ランプ （10 秒
後にディマー）

12 0 0 m 以 内 一串 が接近で点滅、遠ざ

かると点灯

消灯 消灯

8 0 0 m 以内 －8 が接近で点滅、遠ざ 接近で点滅、遠ざかると 点灯
＊ かると点灯 点灯

4 0 0 m 以内 接近 で点滅、遠ざかると
点灯

接近で点滅、遠ざかると
点灯

点灯



⑳●託軍票誓言望も凛芹完ぢ妄告ご詰責ン賀長呈浣課諾E享己言望雲翫票
にどこかの地点で筆録した可能性がありますので注意が必要です。A A C ランプが赤また

は緑に点灯しているときはA A C ランプが消えるア ドレスに移動するか、

ルポイントの編集及び消去を参照して、一度消去してください。

●工場出荷時は消去に設定されています。

●衛星ランプが消灯または点滅しているときは設定不能となります。

A LM ／M D D ∈ボタンを押しても無効操作となり ■■ブー一高が鳴ります。

P lO 回オリジナ

（ 丑設定内容の確定

設定が完了しましたら、V O IC E／A D R ボタンを 1．5秒以上長押しして膵定、記憶させます。記憶すると

▲■ピポポ’■とアラームが鳴り、通常動作モー ドに戻ります。

㊨吉誓琵詰芸諸賢雷雲／乍しませんと、それまでの設定は全て納となり、ブ‾“
回本製品に登録されていないオービス（新設等で）や取り締まりポイントを登録したいとき

新設されたオービスや移動式の取り締まり（いわゆるネズミ取り）で頻繁に取り締まりを行
われている地点をオリジナルポイン ト（ユーザーメモリー）登録します。

●設定方法

登録したい地点にて衛星ランプが点灯している状態で
V O IC 巨／A D R ボタンを長く押すと（ 1．5 秒以上）設定モ

ードになります。

この時、 ‘■ピポポ〝とアラームが鳴 り設定モー ドに入

つたことをお知らせします。

〕

A LM ／M O D E スイッチ V O IC E ／A D R ボタン

口）登録ア ドレスの設定 （登録する表示アドレスを決定します）

設定方法は、P 9 活用編同巾の登録アドレスの設定と同様です。

②登録ポイントでの警告音の Hぁる” ”なし’’の設定
A L M ／M O D Eボタンを押して表示ア ドレスに対し登録させたい内容を記憶させます。A しM ／M O D ∈ボタ

ンを押す度にA A C ランプが緑一消灯一赤一消灯一緑と変化しますのでこの地点で筈富貴を出したい時は 一線”

出さない時は “赤’■に設定してくだざい。

⑳●誌警竺駕王墓㌶琵㌫望E怠護誌古語発禁同様に表示アドレスに対し
●工場出荷時は消去に設定されています。

●衛星ランプが点灯または点滅しているときは設定不能となります。
A しM ／M O D Eボタンを押しても無効操作となり

Q ）設定内容の確定
設定が完了しましたら、V O IC ∈／A D R ボタンを 1 5秒以上長押

しして確定、記憶させます。確定すると －ピポポ■■とアラーム

が鳴り、通常動作モードに戻ります。

“ブー”告が鳴ります。

A A C ラ ンプ ア

⑳●誓荒…妄£芸諾簑誤謬≒㌍態ともに元。状酢戻。ます。
回オリジナルポイント（ユーザーメモリー）の編集及び消去

登録ア ドレスの設定時、表示ア ドレスに対し最初A A C ランプが －■緑”または H赤”に点灯 し
ているときは、過去にどこかの地点で登録操作をしたことを示します。ここでの操作は、当

時の登録内容を変更したり消去をしますので、登録地点へ行かなくても設定できます。

●設定方法

V O IC 巨／A D R ボタンを長く押すと（1 ．5 秒以上）

設定モー ドに入ります。

この時、 ■■ピポポ’■とアラームが鳴 り、設定モー
ドに入ったことをお知らせします。

〔 i）登録ア ドレスの設定

ゞ二⊥二二二二2

A J M ／M O D E スイ ッチ V O IC E ／A D R ボタン

V O IC 巨／A D R 7ドタンを短く押しアドレス表示ランプの数字を変更したい場所に合わせます。

一1 0 －

②A LM ／M O D E ボタンを押して過去に登録した内容を変更します。
A L M ／M O D 巨ボタンを押す廣にA A Cランプが緑一消灯一赤一消灯一緑に変化します。

●過去に登録したポイントで警告告の●■ぁる●’から■■なし■■に変更したい場合は‘■赤■■
に設定します。

●過去に豊緑したポイントで警告音を”なし■’から■＼ある’■に変更したい場合は“緑■■
に設定します。

●過去に登録した位置を抹消したい場合はA A Cランプを消灯にします。

（ 動設定内容の確定

A A C ランプ

屋蚕壷）
設定が完了しましたら、∨0 1C ∈／A D Rボタンを 1 5 秒以上押して確定、記憶させます。確定すると “ピ
ポポ■■とアラームが鳴り通常動作に戻ります。

㊨●墓誌鷲悪貨1ま胃諾監禁亨誌芙認諾謡 詣詣鮎姦策監書芸
操作を行ってください。

●設定モードで3 0秒間なにも操作をしませんと。それまでの設定は全て無効となり■■ブー’■音
とともに元の状態lこ戻ります。

回オリジナルポイント（ユーザーメモリー）登録位一に接近すると

オリジナルポイント登録をした地点に近づくと、音声とG P S アラームランプで接近 したこと
をお知らせします。さらに近づくと音声のフレーズが変わり、G P S アラームランプが点滅し

ます。またア ドレス表示ランプも登録した数字が点灯／点滅します。
※警告音、警告ランプは走行速度や登録ポイン トに近づく／遠ざかるにより、警告方法が少し

異なります。

下表を参考にしてください。

＊ディマーとはランプの明るさが弱まることをいいます。

同G P S による反応の優先度

本製品はG PS による警告距離範囲に複数の登録点が存在する場合、優先順位を決めてあります。

以下がその優先順位でa）が一番高いです。

〔 1）走行中、または走行から停車となった時
a ）接近しつつある、芋告距離範囲にある登録済みオービス地点
注）ここでの警告距離範囲は走行速度8 0 km ／h以上で12 0 0 m 以内、走行速度8 0 km ／h未満で8 0 0 m 以内です。

b

（
し

．□

．T

離れつつある、警告距離範囲は（4 0 0 m 以内）にある登録済みオービス地点

接近しつつある、半告音を －ぁる’‘としたオリジナルポイント登録地点（多数の場合は距離の近い方）

離れつつある、￥告菖を “なし什としたオリジナルポイント登録地点（多数の場合は距離の近い方）
離れつつある、警告距離範囲にある登録済みオービス地点

注）ここでの誓告距離範閲は走行速度8 0 km ／h以上で12 0 0 m 以内、走行速度8 0 km ／h未満で8 0 0 m 以内です。

②電源O N 後初めて衛星ランプが点灯した時、停車中であって、警告距離範囲（8 0 0 m 以内）

に複数の登録点が存在する場合は
a ）登録済みオービス地点
b ）警告菖を －ぁる’■としたオリジナルポイント登録地点（多数の場合は距離の近い方）
c ）筈告貴を “なし■■としたオリジナルポイント登緑地点（多数の場合は距離の近い方）

－1 1 －

登錨点からの距離 走行速度8 0 km ／h以上 走行速度5－8 0 km ／h未満 走行速度 5 km ／h未満

￥告舌 1 2 0 0 m 以内 接近
遠ざわ

■●もうすぐです■∴

ると発声しない

発声しない 発声しない

8 0 0 m 以 内 接近
遠ざわ
“もうすぐです什、
ると発声しない

接近で ■■もうすぐです”、

遠ざかると発声しない
発声しない

4 0 0 m 以内 接近
遠ざわ
‘近づきました“、
ると発声しない

接近で “近づきました－、
遠ざかると発声しない

発声しない

G P S アラーム

ランプ

1 2 0 0 m 以内 点灯 消灯 消灯

8 0 0 m 以内 点灯 点灯 点灯 （ディマー）＊

4 0 0 m 以内 点滅 点滅 点滅 （ディマー）＊

アドレス表示
ランプ（1 0 秒
後 にディマー）

1 2 0 0 m 以内 登録 した数字が接近で
点滅、遠ざかると点灯

消灯 消灯

8 0 0 m 以内 登録 した数字が接近で 数字が接近で点滅、遠ざ 数字が点灯
＊ 点滅、遠ざかると点灯 かると点灯

4 0 0 m 以内 登録 した数字が接近で
点滅、遠ざかると点灯

数字が接近で点滅、遠ざ
かると点灯

数字が点灯



同その他の機能

●オー トミュー ト機能
レーダー波受信矧こ最弓轟音が10秒続くかレーダー波を15秒連続で受信すると、自動的に警告告の告貢が
小さくなります。ステルス波受信の場合は5秒続くと音量が小さくなります。

●ミュー ト機能

レーダー波受信時に警告音が不要となった場合はA L M ／M O D Eボタンを短く押すと、

なくなるまで筆告苗をカットします。また、G P S による警告音が不要になつた場合は
ンを短く押すと警告音をカットします。

受信中のレーダーが
、V O IC E ／A D R ボタ

●オー トディマー

レーダー波受信時にアラームレベルメーターの全灯が 10 秒続くかメーター点灯が2 0秒続くと自動的にア
ラームレベルメーターの明るさが弱まります。

また、G P S によるアドレス表示ランプも1 0 秒後に明るさが弱まります。

■8．使用上のご注意■
●本製品はG P S 電波が受信可能な場所に設置して下さい。また地理的状況などにより、G P S 電波

を受信しにくい時や、受信できない場所があります。（トンネルの中、高層ビルに囲まれた場所、
高い樹木に囲まれた場所、2 ～3 層の構造の道路の下など）

●本製品はレーダー波を使用していないオービス取り締まり機 （ルーブコイル式、L H システム、

光電管式）をG P S 測位機能で検知、警告します。G P S 電波を受信できない状況下では、レーダ
ー探知機部のみの機能となります。

●金属コーティングなどの断熱ガラスを使用している車はG P S 電波を受信しにくい場合があります。

●新設等で本製品に入力されていないループコイル式、光電管式のオービスには反応 しません。そ
の場合はオリジナルポイント登録をしてください。

●初めて電源を入れたとき、アドレス表示ランプのセグメントがクルクル回る場合があります。こ

れはセットの初期化を行っているので故障ではありません。あまり頻繁に初期化を行うようであ


